
特別開催セミナーのご案内                 ≪関連部署にご回覧ください≫ 

主催： 

ポストイットを使った 

“ものと情報の流れ図”の 
作り方と活用法 

＜第1日目＞11月26日(火) 

10:30～12:30 

Ⅰ．ものと情報の流れ図の活用と効用 
          （昼食休憩） 
13:30～17:00  
Ⅱ．現場改善のすすめ方 

Ⅲ．標準作業組み合わせ票の演習 
   ・VTRの事例を観察し、標準作業組み合わせ票を作成 

 
■講師(Ⅰ)  藤本 隆宏 
 

東京大学大学院経済学研究科教授 
東京大学ものづくり経営研究センター 

センター長 
（一社）ものづくり改善ネットワーク代表理事 

開催日時：2 0 1 9 年 1 1 月 2 6 日（火 ） 、 2 7 日（水） 2 日間コース  
両日とも 1 0 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0  

 
開催場所：勝永六番町ビル １階  会議室  東京都千代田区六番町６ ℡(03)5210-2561 

      http://www.mkn.or.jp/company.html#map 

一般社団法人ものづくり改善ネットワーク 
 

＜第２日目＞11月27日(水) 

10:30～17:00  （途中昼食休憩） 

Ⅳ．ものと情報の流れ図の作成演習   

  ・VTRの事例を見てみんなで「ものと情報の流れ図」を書い  
    てみよう 
  ･ポストイットを使って課題を発見する 

Ⅴ．ものと情報の流れ図を活用した改善事例紹介 
  ・多品種少量生産に於ける生産リードタイムの短縮 
  ・QAマトリックスを活用した不良品の再発防止 
  ・生産管理情報を整理し、多品種少量生産の小日程計画 

  を作成  

～“ものと情報の流れ図”が作れるように、指導ができるように、 

流れ図から課題が発見できるようになるために実習で学ぶ～ 

 
■講師(Ⅱ～Ⅴ)  国谷 晃雄 
 

東京大学ものづくりインストラクター 

 キヤノン㈱で取手工場生産技術部長として生産技術面の基礎作りを推進。
阿見工場にてキヤノンの生産革新導入の基礎作りを行った。その後中国、珠
海キヤノン事務機工場長を努めた。東京大学ものづくりインストラクター養成ス
クール（一期生）を修了し、現在は国内外で工場革新活動を指導する。茨城
県中小企業振興公社のテクノインストラクター、群馬、長岡、茨城等各地の地
域ものづくりインストラクター養成スクール講師 



   ◆2019年11月26日～27日「ものと情報の流れ図の作り方と活用法」に申し込みます。 
   
    
           会 社 （組 織） 名                                                （         ） 
 
         部  署 ／ 役  職     ①                                ② 
    
           申 込 者  氏   名            ①                                ② 
                    
         連絡先(会社)住所   〒  
      
         連絡先電話番号           ①                                ②   
 
        連絡先メールアドレス    ①                                                                              ② 
 
 
   ■３名以上のお申し込みは、お手数ですが別紙に追加申込者名／アドレスをお書きの上、ご送付ください。 
 
                                                                                                                     ★申込み専用ファクシミリ番号 → 03-5210-2560 

◆開催3日前以降及びご入金後のキャンセル､ご返金は、当日不参加の場合

でも致しかねます。 

＜開催にあたって＞ 

 生産現場の“よい流れづくり”を推進するために“ものと情報の流れ図”を作成し、全体の流れを俯瞰すること

が大切です。海外では Value Stream Map とも呼ばれ、どこで付加価値が付けられるかを時間軸と空間軸で

見て、課題、ムダを発見する手法です。近年、自社の現場改善や現場改善インストラクターの現場改善指導、

地域スクール現場実習等で用いられ、非常に効果を上げております。また、流れ図を作成することにより、現場

全体の流れを把握し、全体最適を理解するとともに全員参加の意識が醸成されます。 

 国谷インストラクターは､ポストイットを使って“ものと情報の流れ図”を作成し、課題の発見、リードタイムの短

縮、不良の削減など大きな効果を上げております。今回は、実習を中心にその手法を2日間に亘り、伝授してい

ただき、現場改善、指導に役立てていただければと考えております。 

◆申込み方法： 
◆一般参加ご希望の方、MKN会員、地域ものづくりスクール連絡会、開かれた

ものづくり研究会会員は、下の申込書に必要事項をご記入の上、郵送またはフ

ァクシミリでご送信ください｡ 

Webサイト http://mkn.or.jp/Seminar_form.html からも、お申し込みいた

だけます。 

◆いずれのお申し込みの場合も、会員の方は会員番号を必ずご明記ください。

ご記入がない場合は、一般参加となります。 

◆折り返し参加請求書を郵送いたします。会員以外の方は、事前に銀行振込を

お願いいたします。 

◆定員24名 

◆参加費： 一般参加：１名に付き ７７，０００円（消費税込み・テキスト・昼食・飲み物・実習費等一切を含みます。 
                                                                本体価格70,000円）  

   （一社）ものづくり改善ネットワークのMKN会員／地域ものづくりスクール連絡会／開かれたものづくり研究会会員 

   割引価格  １名に付き 55,000円（消費税込み。本体価格50,000円） （お申し込み時に必ず会員番号をご記入ください。）  

一般社団法人ものづくり改善ネットワーク 

 〒102-0085  東京都千代田区六番町６ 勝永六番町ビル1F 
℡(03)5210-2561 FAX(03)5210-2560   Mail：admin@mkn.or.jp 
                                                     URL：http://mkn.or.jp 

会員の方は
会員番号 

～本セミナーの狙い目～ 

・ものと情報の流れ図の効用を理解する。     ・全体最適の視点で流れを阻害している問題点を発見する。 

・チーム発想から問題点を共有化し改善策を導く。 

・多品種変量生産及び間接業務を含む広い業務に活用出来る。 


